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本論文は 6 章より構成される o
第 1 章では，緒論として本研究の背景と目的について述べている。特にプラスチックメタライズにおける界面制御
の重要性，イオンビームと固体の相互作用および本研究にて用いる IVD 法の特長について詳しく述べている O
第 2 章において， IVD 装置の概要と装置の基本特性について述べている。







































いる。また， この IVD 法を利用した長尺フィルム用連続巻き取り式成膜装置の開発も完了して，実用化への検証が
進められている。これらの成果は，生産加工工学の発展に寄与するところ大である o よって本論文は博士論文として
価値あるものと認める。
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